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山根一仁さん＆上野通明さん応援レポート
フレッシュ名曲コンサート

目黒パーシモンホール春のコンサート
2016年３月12日（土） めぐろパーシモンホール

“20歳の２人による友情のドッペルコンチェルト”

めぐろパーシモンホール。移転した東京都立大
学の跡地に建てられた、目黒区立のホールであ
る。一帯は「めぐろ区民キャンパス」として活用さ
れており、図書館や体育館などの施設も整備さ
れている。

敷地内に入ると、光に照らされるガラス張りの建
物。本日のコンサート会場は、抜群の音響性能
により生の音を存分に味わえるとされるパーシモ
ンホールの大ホール。定員1200名の大型ホール
である。

このあたりは、かつて柿を積んだ荷車が行き
交ったと言われる目黒区柿の木坂地区。その
「柿」（英語:persimmon）にちなみ、「パーシモン
ホール」と名付けられている。

会場には、「実力派がひしめく若手演奏家のな
かでも、特に注目を集める二人による競演。
“20歳の２人による友情のドッペルコンツェルト」
と書かれたポスターも。

山根さんと上野さんは、山下一史氏の指揮で、
新日本フィルハーモニー交響楽団のみなさんと、
ブラームスの「ヴァイオリンとチェロのための
二重協奏曲（ドッペルコンチェルト）」を演奏する。

ヴァイオリンとチェロの２台の弦楽器を独奏楽器
とするドッペルコンチェルト、山根さんと上野さん、
２人が希望しての選曲とのこと。「20歳という節目

の年に、この曲を２人で演奏するのが楽しみで
す！」と、コメントをくれている。

めぐろパーシモンホール外観
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ヴァイオリンとチェロの気迫こもった追い掛けあい

演奏会が始まる。

最初の曲はオーケストラによるベートーヴェンの
バレエ音楽「プロメテウスの創造物」序曲。ティン
パニの打音が勇壮にリズミカルに。

山根さんと上野さん登場。

ブラームスの「ヴァイオリンとチェロのための二
重協奏曲」。

チェロのソロ、ヴァイオリンのソロ、２人で対話す
るかのように追い掛けあう旋律。丁寧に美しい
調べが続く。大きい音の力強さ、弱い音のかぼ
そさも美しく。

牧歌的なゆったりとした旋律の第２楽章。融和す
るようなヴァイオリンとチェロの音色。第３楽章で
は、再び２つの楽器がメロディを追い掛ける。

時に挑発するかのように、のめりこんだかのよう
な熱情ほとばしる演奏はもちろん、弓を上げるタ
イミングまで寸分たがわぬほどにぴったり。

２人の熱のこもった気迫あふれる演奏に圧倒さ
れる場内。ブラヴォーの声と鳴りやまぬ拍手。

演奏を終えた２人は、マエストロ、コンサートマス
ターから賞賛をいただいたのち、２人で手を挙げ
て、若さたっぷりにがっちり握手。

アンコールに応えて弾いてくれたのは、シュル
ホフの「ヴァイオリンとチェロのための二重奏
曲より第２楽章」。

難しそうな曲を軽快なテンポで奏でる２人の追
い掛けあい。これまた迫力満点の演奏に割れ
んばかりの拍手が贈られた。

楽屋では、マエストロからも「素晴らしかった！
本当に素晴らしかった！またぜひ何かやろ
う！」との熱きエール。

客席やホワイエでも、「すごかったわ～」「驚い
た。２人ともまだ20歳ですって・・」との声があち
らこちらで聞かれた。
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信頼するパートナーと今の自分たちの演奏を
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
山下一史 （指揮）
山根一仁 （ヴァイオリン）
上野通明 （チェロ）
新日本フィルハーモニー交響楽団 （管弦楽）
◆プログラム

ベートーヴェン：バレエ音楽「プロメテウスの
創造物」序曲 op.43

ブラームス：ヴァイオリンとチェロの為の二重
協奏曲イ短調 op.102
ベートーヴェン：交響曲第7番イ長調 op.92
◆アンコール曲

シュルホフ：「ヴァイオリンとチェロのための二
重奏曲より第2楽章」

楽屋で山根さんと上野さんに話を聞いた；

－本日の演奏は？；
まずは「楽しかったです！」と充実の面持ちの２人。

山根さん：「以前からずっと２人でやりたいと思っ
ていた曲でした。ヴァイオリストとチェリストだった
ら弾きたいと思う曲のひとつでもあります」
上野さん：「高校の時から一緒に弾きたいと話し
ていた念願のドッペルだったので最高でした！」

－お二人ともこの秋から留学されましたが、留学
によって変化してきていることなどありますか？；

山根さん：「音楽に対する考え方が変わりました。
横のラインというか、音楽の流れを考えることを意
識して勉強しています。幼少期から身に付けてき
たリズミカルな流れに加えて、横の流れを重んじ
ていきたいと思っています」

上野さん：「意思のはっきりした演奏をすることを
意識しながら学んでいます。先生がそういう個性
的な方なので、そうした姿勢を身に付けたいと
思っています」

終演後の楽屋には、たくさんのファンや友人知人
の方々。２人は、ホール撤収時間が迫るまで、多
くの方々に囲まれていた。

また、後日以下のようなレポートも届いた；

山根さん： 「・・・以前から楽しみにしていた上野
通明くんとのブラームスのドッペルコンチェルト。こ
れは本当に素晴らしいコンサートとなりました。お
互いの持ち味を生かして2人のやりたいことを最
大限に作品に注ぎ、指揮者やオーケストラとの駆
け引きも楽しむことができました。20歳という年齢
でこんなに信頼できるパートナーと大曲に臨める
ということは本当に幸せなことだと思います。また
演奏できることを切に願います」

上野さん：「・・・室内楽やデュオなど高校時代から
いつも一緒にやってきた山根君と弾かせて頂きま
した！大好きなブラームスが唯一チェロとオーケ
ストラが共演できるように書いた曲がこのドッペル
コンチェルトで、高校時代からいつか弾きたいと
思っており、弾くならぜひ二人で弾きたいと山根君
と話していた曲なので本当に楽しみでした。山下
先生率いる新日フィルの皆様や長年一緒にやっ
てきた共演の山根君と、今の僕たちにしかできな
い精一杯エネルギッシュな演奏ができたと思いま
す！二十歳の最高の思い出となり良い記念にな
りました。素晴らしい作品なので、これからも何度
も演奏して自分の十八番にしていきたいです」

高校時代からの友人で、一緒に旅行に行く仲の２
人、お互いがお互いを信頼し、リスペクトし、これ
から何度も息の合ったタッグを組んでいくのだろう
なと、まぶしくさえあった。

山根さん、上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（１ページ）】
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【コンサート・プログラム（２ページ）】


